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大 富 賢 一 (中野研 I)2)
t Solid Hydrogen Halideの相転移に対する1つの
model"
矢 島 達 夫 (物性研 )
【光混合 とその応用 "
深 田 栄 一 (理研 )
"生体高分子の圧電気現象 "
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プ レプ リン ト案内
(213) ll. H.∫.CarmichaerandD.F.Wals
TWO-TIMEAVERAGESAND THEPRINCIPLEOFDETAILED IiALANCE
FOR OPEN MARKOFFIAN SYSTEMS.
Ⅰ.- CLASSICALFORMALISM
(214) ll. KlausHepp
TWO MODELSFOR JOSEPHSON OSCILLATORS
(215) ll. KlausHepp





A GENERALIZATION OFFAX6N'STHEOREM TO NON STEADY
































物 性 研 究
第 23巻 第 3号
1974年 12月20日発行
発行人 川 崎 恭 治
京都市左京区北白川追分町






京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
-188-
編集後記













物 性 研 究
第 23巻 第 3号
1974年 12月20日発行
発行人 川 崎 恭 治
京都市左京区北白川追分町






京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
-188-
お知らせ
お 知 ら せ
- Progressに つ い て -

















されたことでもあり,別刷代金 (投稿料+別刷印刷費 )は 1974年に引続いて据置 くこ
とにします｡このようなProgressの財政事情をご理解いただくため, 資料恥 に収支の
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資 料
Progress編 集部 か らのお知 らせ とお願 い




















しましても,1974年 11月 1日以降 (海外からの投稿は1975年 1月 1日以降 )に受理
される論文について,論文原稿一篇の長さに次の制限を設けさせていただきたく存 じますO
負) 原則として,投稿論文 (本文 )は標準原稿 1)で,図を含めて 2)30枚以内o
(b) 止むを得ない理由によって,論文の長さが30枚をこえる坂合 (他し,図を含




註 1)A4の紙にdoublespace,pic°sizeで25行タイプしたものを標準原稿 1枚 と
します｡他の sizeの場合はpicasizeに換算 します｡(例えば,elitesizpでは約 20
行に対応｡)













(i) 以前 (1973年 7月以前)に行なったことのある長文の論文の分割掲載の措置は,行
なってお りません｡


















1975年 1月号 (Vol.53,No.1)よりの会費 (購読料)を以下のように値上げさせていた
だきます｡
(現行 ;値上率 )
国内個人 (Pr｡gressのみ ) 年間 9,600円 ( 7,5OO円 ;28970)
国内機関 (Supplementを含む ) ′ 27,000円 (20,40()円 ;329ら)
海外個人 ( ′/ ) ′/20.000円 (15,()0()円 ;3370)
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資 料
投 稿 者 各 位 - の 要 望
資 料 (Ⅳ)
投稿論文が掲載決定になって印刷業務 に入った段階で,投稿者 がわずかな配慮 を
すれば避けられるものでありながら,余分の労力 ･時間 ･経費を費やすことがあります｡

















'(ァポス トロフイ)と ′ ( プライム)





･ 十(ダガー )と+ (上ツキプラス )
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･ I(絶対値 )と1(イチ )
･ k と K(ギ), xとx(ギ), aとa(ギ)など, ローマ字と間違いやすい
ギリシア文字
･ C,k,O のように大文字 ･小文字の形が似たもの
(4)･活字にない文字記号は著者の工夫によ,,て避けてくださいo文章中に凸版が入る
ことになると,大変手数と時間がかかります｡




(5) 図原稿には縮尺 (宛 とか,幅 6cmというように )および文字指定 (こちらで ト
レースのばあい )を書き入れてください｡ 図が正しく入 っているかどうか,著者校
正の際にしっかり確かめておいてください｡凸版のとりかえに時間をとられてしば
しば発行の遅れをもたらすため,製版後の図の変更は認められていません｡
Gf) 『投稿のしお り』改定版は, 1975年 3月頃出す予定ですO
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